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と
．
じ
　
て
　
保
　
存
　
し
　
ま
　
し
　
ょ
　
う

今年は卯年

ウ
サ
ギ
は
身
近
な
動
物
で
、
い
ま
で
も
野
生
の
ウ
サ
ギ
を
よ
く
見

か
け
ま
す
し
、
食
肉
用
、
毛
用
、
毛
皮
用
、
ペ
ッ
ト
な
ど
と
し
て
広

く
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
も

ウ
サ
ギ
が
よ
く
登
場
し
て
い
ま
す
。
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
「
ウ

カ
メ
」
や
、
日
本
の
昔
話
の
「
か
ち
か
ち
山
」
　
「
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ
」

さ
て
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
物
語
に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
に
つ
い

て
ど
ん
な
イ
メ
上
ソ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
ウ
サ
ギ
は
、
油
断
し
て
昼
寝
を
し
て
し
ま

う
の
で
、
自
心
家
か
、
そ
れ
と
も
な
ま
け
者
。
「
か
ち
か
ち
山
」
は

お
じ
い
さ
ん
の
た
め
に
敵
う
ち
を
す
る
の
で
正
義
の
味
方
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
タ
ヌ
キ
を
だ
ま
し
て
背
中
に
や

け
ど
を
負
わ
せ
た
り
、
そ
の
傷
に
唐
辛
子
を
塗
っ
た
り
、
泥
船
に
乗
せ

た
り
…
…
、
ち
ょ
っ
と
残
酷
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。
「
因
幡
の
白
ウ
サ

ギ
」
は
知
恵
を
働
か
し
て
ワ
ニ
ザ
メ
を
ま
ん
ま
と
だ
ま
し
た
つ
も
り

が
、
皮
を
む
か
れ
て
赤
裸
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見
る

と
、
ウ
サ
ギ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
い
ろ
い
ろ
の
よ
う
で
す
。

生
物
学
的
に
見
て
も
、
ウ
サ
ギ
は
な
か
な
か
し
た
た
か
者
で
す
。

砂
漠
、
草
原
、
森
林
、
高
地
、
ツ
ン
ド
ラ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
に
住
む

こ
と
が
で
き
、
糞
を
食
べ
て
反
す
う
（
一
度
飲
み
込
ん
だ
も
の
を
再

び
食
べ
る
こ
と
）
の
代
わ
り
に
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
事
典
に
は
ウ
サ
ギ
の
飼
育
は
容
易
で
、
飼
育
箱
は
幅
・
奥
行

き
六
十
セ
ン
チ
、
高
さ
四
十
五
セ
ン
チ
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
意
味
の

こ
と
が
で
て
い
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
例
の
ウ
サ
ギ
小
屋
の

由
来
か
と
う
な
ず
い
た
次
第
で
す
。

ウ
サ
ギ
年
の
今
年
は
、
国
連
の
定
め
た
国
際
居
住
年
に
当
た
り
ま

す
。
貿
易
摩
擦
解
消
の
た
め
に
も
、
内
需
を
拡
大
し
て
も
っ
と
住
宅

を
作
り
、
み
ん
な
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
家
に
住
め
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
，

王
の
水
墨
画
は
頃
末
の
中
島
一
彦
さ
ん
の
作
品
で
す
）
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と、そういえる町づくりを目指して

町 魯
怨
を
念

遠
賀
川
河
川

る
生
活
の
ユ
詳

は
か
り
、

を
は
じ
め
、

を
つ
く
り
出
す
環
境
づ
く
り
だ
と
考
え
ま
す
。

れ
る
時
期
に
、

及
ぼ
う
し
よ
う
と
し
て

す
。

が
進
む
水
巻
町
は
、

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

企
画
や
運

ま
す
ｙ
こ
こ
も
に
、



の①守

中

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

年
喪
に
あ
た
り
、
議
会
を

さ
て
、
私
共
議
異
一
同
は
、

鋭
意
清
泉
な
議
異
活
動
を

昨
年
十
月
に
中
央
公
民
館

庁
会
を
中
心
と
し
た
周
辺
コ

町
民
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

国
の
財
政
悪
化
は
昨
年
玖

懸
案
で
あ
り
ま
す
鉱
暮
夜

さ
ら
に
は
青
少
年
非
行
化

二
十
一
せ
紀
に
向
か
っ
て

も
皆
様
ほ
ど
っ

束
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

水
巻
町
議
会
議
長
　
久
保
田
　
勝
　
馬

隼
魂
の
ご
挨
拶



石
松
　
康
麿
さ
ん

（
頃
　
　
未
）

不景気ですね、今年も景気はよく

ないでしょう。お客さんも少くなり

ました。高くなる～ねたモですが今

年もおいしいものを安く食べていた

だくよう努力します。昨年も平穏な

一年でしたが、今年も「特になにも

ながった」と言える一年であってほ

しいです。可への期待ですが、特に

活気がある町づくりを進めてほしい

ですね。

西
田

′′‾こ、

古層
田代
＝　さ

こ＝ソレ

昨年は、中央公民館の落成式にお

祝儀を舞わせていただきました。今

年も舞踊家・藤間政千代として、今

まで励んできた古典舞踊を生かして

微力ですが、町の文化向上に尽くし

たいと思っています。今後は、中央

公民館の建設を機にスポーツと共に

文化関係にも力を入れ、町民のミ和ミ

を大切にして楽しい町づくりをお願

いします。

木
曽
　
芳
枝
さ
ん

（
下
　
　
二
）

家業も昨年は、円高不況をまとも

に受けて厳しい一年でした。今年も

昨年と変わらぬ厳しい年のようです

が、三人の子供を持つ母親としては

ただ頑張るのみ－と思います。町

への要望としては、立派な中央公民

館が完成したので、文化面に力を入

れてほしいですね。

宇
高
　
正
美
さ
ん

（
猪
　
　
熊
）

昨年12月に家を新築。これで名実

ともに一家の大黒柱になった気分。

今年は、体調を調えて、トライヤー

競技（歩き、泳ぎ、走る）に参加し

たいです。町に希望ですが、親子で

楽しめる公園やグラウンドの建設、

全町民が参加できる運動会などの催

しを開いてほしいです。

白
垣
　
浩
一
さ
ん

（
梅
ノ
木
団
地
）

16年間、他人から教えられる立場

から教える立場（教師）にがわった

ことが一番のできごとでした。就職

は本当に人生の転機ですね。また念

願の海外旅行にも行け、とても思い出

ある1年でした。今年は教員2年目、

中学3年生の担任となるので全生徒

納得のいく進路を選ばせたいです。

可への期待は、呵あげての文化的・

体育的行事があったらよいのでは＝・。

永
沼
眞
理
子
さ
ん

（
伊
左
座
）

歯科衛生士となって4年言試行錯

誤の毎日ですが、幼児を対象とした

歯磨き教室や母親学級も好評を得る

ことができて充実した年だったと思

います。今年は、スポーツや文化サ

ークル活動にも目を向けて行きたい

と思います。町でも中央公民館が完

成しましたので、勤労者など誰もが

気軽に参加できるサークル活動の育

成をしていただきたいと思います。



増
田
ス
Ｙ
工
さ
ん

（
　
二
　
）

心や体を休ませて、ゆとりを持つ

ことも必要と思っておりますが、た

だ、ぼんやり暮らすのも、もったい

なく、運動として、家族と四季折々

の野菜づくりや庭の草むしり、また

趣味の「和裁」に、いそしむことに

日々の喜びを感じています。来る年、

くる年、有意義な余生を送りたいと

願っております。

山
本
九
十
郎
さ
ん

（
高
松
団
地
）

ゲートボールをするのが健康の秘

けつ、家にじっとしていると体の調

子が悪いですね。夫婦元気で過ごせ

た昨年は良い年でした。今年も健康

のためゲートボールの1年でしょう

ね。私は将棋も囲碁もしないので机

山荘へは行きませんが、演芸でもあ

ると楽しいでしょうね。

昨年は、6年間勤めた郡農協組合

長を退任し、子供の建築事務所の取

締役に就任するなど、大きな転換の

年でした。もう、地区のお役に立つ

ことをしてのんびりしたいですね。

日本の農業は米の自由化問題など今

年も厳しい年ですが、第二の石炭に

ならぬよう努力が必要です。可も計

画的な土地開発を行う一方、生産・

商業活動を振興して活力ある呵づく

りを進めてほしいですね。

梶
山
　
キ
ミ
さ
ん

（
机
）

昨年は、いとこ12人で中国旅行を

楽しみました。国土の雄大さ景観の

良さに感心の毎日でした。何よりの

喜びは、親族が健康で一緒に旅行で

きたことです。今年も、健康で幸せ

に1年が過ごせたらと思います。

町へは、自然を大切にした行政を進

めてほしいです。

矢
野
シ
メ
子
さ
ん

（
高
松
団
地
）

昨年は最愛の母を亡くして大変不

幸な年でした。93歳まで長生きした

母ですが、娘の私にとってはもっと

長生きしてほしがったと思います。

今年は友人と旅行をしたり、活動的

に暮したいですね。年を取ってもボ

ケや寝たきりにならないよう、一日

一日を充実したものにしたいですね。

町への要望としては、明るく健康な

うるおいのある町づくりを望みます。

増
田
　
弘
幸
さ
ん

（
　
二
　
）

地域福祉関係に従事してお互いに

「支えあう」ことえの喜びと大切さ、

又むつかしさを知り得た1年でした0

今年は、健康に留意し、毎日、毎日
しノち1つい－し

を大切に一張一弛ミマイペースミで

進みたいものと思っています。町へ

の期待は、「呵総合計画」の実矧こ

一歩一歩近づくことを望みます。

ｌと猪熊小が優秀賞
特選21人・人選118人

区毎車重］
小
学
校
の
絵
の
県
展
、
第

三
十
五
回
福
岡
県
小
学
校
児

童
画
展
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

十
二
月
八
日
に
審
査
の
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
机
小
学
校
と
猪
熊

小
学
校
が
学
校
優
秀
賞
に
輝

く
な
ど
、
町
内
の
小
学
生
が

立
派
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。

▽
学
校
優
秀
賞

十
三
校
中
に
、
机
小
学

校
（
連
続
七
回
目
）
、

猪
熊
小
学
校
（
連
続
三

国
目
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

▽
特
選

〔
猪
熊
小
〕
一
年
＝
岡

村
美
香
　
三
年
＝
大
貝

さ
と
子
、
原
い
く
み
、

五
年
＝
中
井
悪
手
　
六

年
＝
竹
林
洋
子

爪
机
小
山
　
二
年
＝
福
村

拓
也
　
三
年
＝
倉
守
優

子
、
梶
山
孝
広
、
　
四

年
＝
峯
涌
た
つ
お
、
山

田
知
子
　
五
年
目
金
子

晃
、
梶
山
直
樹
、
稲
田

将
一
、
川
内
清
、
峯
浦

登
志
枝
、
瓜
生
竜
也
、

古
場
澄
子
、
中
野
裕
美

菅
英
寿
、
林
美
里
　
六

年
＝
野
田
貴
志

▽
人
選机

小
五
十
」
ハ
名
、
猪
熊

小
四
十
六
名
、
伊
左
座

小
二
名
、
吉
田
中
上
ハ
名

頃
末
小
八
名

▽
作
品
展
示

水
巻
呵
中
央
公
民
館
で

1

月

1

4

日

か

ら

2

月

1

日
ま
で
展
示
し
ま
す
。
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町
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
方
針
を
策

夜
間
徴
収
な
ど
を
強
化

水
巻
町
の
町
営
住
宅
数
を
、
類
似
団
体
（
人
口
や
産
業
構
造
が
水
巻
町
と
同
じ
種
皮

の
町
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
全
世
帯
に
対
す
る
町
営
住
宅
の
世
帯
数
の
比
率
は
、
類
似

団
体
が
三
・
五
即
に
対
し
、
水
巻
町
は
、
な
ん
と
二
二
・
五
郡
と
六
倍
強
の
住
宅
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
多
く
の
町
営
住
宅
を
管
理
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の

維
持
補
修
費
は
、
入
居
者
の
み
な
さ
ま
の
家
賃
が
主
な
財
源
で
す
。
ち
な
み
に
、
徴
収

率
が
一
㌫
上
が
っ
た
ら
約
三
百
三
十
万
円
の
収
入
増
と
な
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
住
宅
の
維
持
補
修
費
や
、
み
な
さ
ん
へ
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
し

て
、
ま
た
公
平
な
行
政
を
進
め
る
た
め
に
も
滞
納
整
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
滞
納
整
理
を
行
う
か
、
昨
年
九
月
に
決
定
し
、
す
で
に

実
施
に
移
し
て
い
る
「
町
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
方
針
」
を
紹
介
し
ま
す
。

町
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
方
針

一
、
徴
収
率
は
、
三
年
以
内
を
目
途
に
現
年

度
九
七
㌫
以
上
、
過
年
璽
一
〇
㌫
以
上
、

全
体
で
九
〇
㌫
以
上
を
目
標
と
す
る
。

①
毎
年
団
地
別
こ
と
に
目
標
を
個
別
に
設

定
し
具
体
的
対
策
を
講
ず
る
。

㊥
六
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
、
三
十
六
月

以
上
の
滞
納
者
を
な
く
す
。

④
六
十
六
年
三
月
末
ま
で
に
、
二
十
四
月

以
上
の
滞
納
者
を
な
く
す
。

④
最
終
日
癖
は
、
十
二
月
以
上
の
滞
納
者

を
な
く
す
。

二
、
職
員
・
徴
収
嘱
託
員
と
の
協
議
を
密
に

し
滞
納
発
生
の
原
因
を
分
析
し
な
が
ら
早

期
対
策
を
具
体
化
し
、
年
三
回
以
上
の
夜

間
強
化
月
間
を
設
定
し
、
現
金
徴
収
体
制

を
強
化
す
る
。

三
、
保
証
人
へ
の
督
促
・
支
払
命
令
等
の
対

策
強
化
を
は
か
る
。

四
、
管
理
台
帳
・
誓
約
書
（
賃
貸
借
契
約

書
）
の
整
備
と
三
年
更
新
を
徹
底
す
る
。

五
、
長
期
滞
納
者
に
は
、
和
解
・
調
停
・
訴

訟
を
行
い
、
和
解
・
調
停
等
の
約
束
不
履

行
者
や
感
賞
滞
繍
者
は
、
家
屋
明
渡
し
の

強
制
執
行
を
頓
極
的
に
行
う
。

「

具
体
的
な
方
策

一
、
現
年
度
徴
収
を
最
優
先
す
る

新
規
滞
納
者
が
発
生
し
な
い
様
、
次
の
よ

う
な
対
策
を
行
う
。

①
口
座
振
替
加
入
者
の
促
進
を
図
り
、
加

入
率
聖
一
入
即
か
ら
四
五
郡
に
。

㊥
生
括
保
護
費
か
ら
の
天
引
制
度
の
拡
大

と
活
用
、
一
七
㌫
璧
一
〇
㌫
に
。

④
吉
田
団
地
集
金
制
度
の
Ｐ
Ｒ
。

④
　
二
カ
月
以
内
滞
納
者
に
は
、
電
話
に
て

納
入
督
促
を
行
う
。

⑨
職
員
・
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る
三
カ
月
以

内
滞
納
者
か
ら
の
現
金
徴
収
と
期
限
内
自

主
納
付
指
導
。

㊥
年
三
回
以
上
の
住
宅
課
全
員
に
よ
る
夜

間
徴
収
強
化
月
間
に
よ
る
現
金
徴
収
。

⑦
滞
納
者
お
よ
び
保
証
人
へ
三
カ
月
こ
と

の
催
告
書
に
よ
る
納
入
督
促
と
賃
貸
借
契

約
解
除
通
知
の
準
備
。

⑧
郵
便
局
の
口
座
振
替
制
度
導
入
の
検
討

㊥
　
町
広
報
「
み
ず
ま
き
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
。

二
、
過
年
度
滞
納
者
対
策

①
三
カ
月
以
上
の
滞
納
者
に
は
、
滞
納
額

の
納
入
璧
ロ
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
傑

証
人
へ
納
入
指
導
依
頼
の
通
知
を
行
う
。

㊥
六
カ
月
以
内
の
滞
納
者
に
は
、
毒
以

内
の
完
納
指
導
に
よ
っ
て
、
毎
旦
定
額

の
分
割
支
払
を
催
告
・
指
導
す
る
。

④
九
カ
月
以
上
の
滞
納
者
に
は
、
本
人
・

保
証
人
へ
の
最
終
催
告
通
知
を
行
い
、
和

解
・
調
停
・
訴
訟
の
準
備
を
講
ず
る
。

④
十
カ
月
以
上
の
滞
納
者
に
は
、
賃
貸
借

契
約
解
除
通
知
を
送
付
す
る
。

㊥
十
一
カ
月
以
上
の
滞
納
者
に
は
、
保
証

人
の
立
会
い
の
も
と
和
解
・
調
停
・
訴
訟

を
行
う
。

⑨
憩
質
滞
納
者
に
は
、
直
接
家
屋
明
渡
し

の
訴
訟
を
行
う
。

⑦
す
で
に
和
解
・
調
停
中
の
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、
和
解
・
調
停
条
項
を
厳
守
す
る

よ
う
指
導
を
強
化
す
る
。

⑧
和
解
・
調
停
条
項
不
履
行
者
に
は
、
保

証
人
へ
の
支
払
命
令
の
申
立
訴
訟
を
行
う

と
と
も
に
、
家
財
道
具
等
の
有
休
財
産
の

差
押
え
と
、
家
屋
明
渡
し
の
強
制
執
行
を

行
う
。

◇
　
　
　
◇

※
次
号
（
一
月
二
十
五
日
号
）
は
、
裁
判

に
関
す
る
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

見なおされています　も日本型食生活も　～日本型食生活研究会を開催－

Ｄ場所　水巻町中央公民館

レ定員　一般消費者　30人

レ内容　お米に関する映画。乳製品のお請。調理及
び試食・懇談会

Ｄ指導　西日本文化サークル講師
大津規実子　先生

レ主催　財団法人・福岡県消費者協会

臣協賛　役場産業課、水巻町食生活改善推進委員会

レ申込み　役場産業課にお申し込みください0

粟
町
営
住
宅
に
対
し
て
の
皆
様
の
こ
膏

島
を
お
暫
く
だ
さ
い
も

近年、新しい「日本型食生活」が人々の関心を集
めています。先人の知恵と工夫が込められている日

本型食生活は、熱量に占める脂質・たんばく質・炭
水化物の比率がほどよく取れて、理想に近いといわ
れています。そこで、調理と試食や映画を通して「
日本型食生酒研究会」を行います0あなたも、この
機会に風土に根ざした健読的で豊かな日本型食生活
を実践してみませんか0
レ日時1月19日（月）　午前10時一午後1時30分

住
宅
課
（
型
一
〇
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∴
∴
∵
∵
言
、
ト

冷
や
や
か
な
現
実
主
義

「
ど
ん
な
高
校
に
入
り
た
い
？
」
　
「
い
ま

の
自
分
の
成
績
で
入
れ
る
と
こ
な
ら
ど
こ
だ

っ
て
い
い
よ
」
　
「
将
来
は
？
」
　
「
そ
ん
な
こ

と
考
え
た
こ
と
な
い
し
、
分
か
る
わ
け
な
い

だ
ろ
う
」

な
ん
と
も
、
せ
つ
な
的
と
も
思
え
る
現
実

的
な
受
け
答
え
で
す
。
中
学
生
－
思
春
期

の
子
供
た
ち
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
自
分
の

将
来
に
夢
と
希
望
を
抱
い
て
い
い
は
ず
だ

が
…
…
と
思
わ
れ
る
万
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
「
お
ま
え
た
ち
の
未
来
は
明

る
い
よ
」
な
ど
と
水
を
向
け
る
と
、
「
何
が

明
る
い
の
？
」
「
理
憩
と
現
実
と
は
違
う
よ
」

な
ど
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

■
自
分
の
将
来
を

真
剣
に
考
え
な
い

一
つ
に
は
、
中
学
生
同
士
の
闇
で
、
裏
面

岩佐尭夫

家庭ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

目
に
自
己
の
夢
や
理
想
を
口
に
し
た
り
す
る

と
相
手
に
さ
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
自
分
の
将
来
を
意
欲
的
に
切

り
開
い
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
言
お
う
も
の

な
ら
、
ノ
ン
ラ
ケ
■
と
周
り
か
ら
は
や
さ

れ
、
タ
お
ま
え
マ
ジ
だ
か
ら
ね
、
へ
へ
へ
ェ

…
…
と
笑
わ
れ
る
。
そ
の
揚
げ
句
、
付
き
合

い
切
れ
な
い
ヤ
ツ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら

れ
、
は
ぐ
れ
鳥
み
た
い
に
な
っ
て
仲
間
か
ら

浮
き
上
が
っ
て
し
蔓
つ
の
で
す
。

■
中
学
生
に
は
び
こ
る

〝
カ
ッ
タ
ル
イ
症
候
群
″

も
う
一
つ
、
ま
さ
に
現
代
的
中
学
生
気
質

の
特
徴
と
し
て
、
い
ま
楽
し
け
れ
ば
そ
れ
で

い
い
、
将
来
も
で
き
れ
ば
働
き
た
く
な
い
、

仕
事
を
す
る
な
ら
楽
な
仕
事
が
い
い
と
い
う

気
持
ち
を
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
楽
な
仕
事
と
は
朝

が
お
そ
い
こ
と
、
体
が
汚
れ
な
い
こ
と
、
給

料
が
高
い
こ
と
な
ど
で
、
極
喘
な
は
な
し
、

こ
れ
ら
が
満
た
さ
れ
る
の
な
ら
ど
ん
な
仕
事

で
も
よ
い
と
さ
え
思
っ
て
い
る
フ
シ
が
あ
り

ま
す
。も

は
や
、
努
力
す
れ
ば
報
わ
れ
る
、
が
ん

ば
れ
ば
そ
れ
な
り
の
こ
と
は
あ
る
、
な
ど
と

い
っ
て
も
本
気
で
受
け
と
め
て
く
れ
ま
せ

ん
。
「
こ
ん
な
こ
せ
や
っ
て
み
た
ら
…
…
」
、
′

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
あ
お
っ
て
み
て
も
、

面
倒
く
さ
い
、
あ
ぜ
ん
立
て
し
て
く
れ
れ
ば

や
っ
て
い
い
け
れ
ど
と
、
す
べ
て
が
受
け
身

の
姿
勢
で
す
、
こ
の
よ
う
な
中
学
生
の
生
態

を
ク
カ
ッ
タ
ル
イ
症
候
群
〟
と
で
も
名
付
け

た
く
な
る
く
ら
い
で
す
。

■
親
た
ち
が
つ
く
る

冷
淡
な
現
実
主
義
者

ど
う
も
や
り
き
れ
な
い
話
が
続
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
中
学
生
の
タ
現
芦
の
一
つ
な

の
で
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
中
学
生
の
意
識
に
い
ち

ば
ん
大
き
な
聾
影
を
与
え
て
い
る
の
は
両
親

で
す
。
親
の
価
値
観
、
生
き
万
、
日
常
生
活
〝

の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
影
響
を
受

け
る
の
で
す
。
あ
る
中
学
生
が
言
っ
て
ま
す

自
分
の
友
達
に
つ
い
て
母
親
が
次
の
よ
う
に

聞
い
た
と
…
・
・
・
（
と
い
っ
て
特
別
な
こ
と
で

は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
平
凡
な
親
が
こ
く
普

通
に
口
に
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
）
。

「
あ
の
子
の
お
父
さ
ん
は
ど
こ
の
大
学
出
た

の
？
　
ど
ん
な
会
社
に
勤
め
て
い
る
の
？
・

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
？
　
持
ち
家
な
の
？

お
兄
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
の
高
校
に
行
っ
た
の
か

し
ら
？
」

こ
れ
で
は
、
友
達
を
選
ぶ
尺
度
と
は
こ
う

い
う
こ
と
な
の
か
と
、
子
供
が
す
ん
な
り
受

け
入
れ
て
し
蔓
つ
の
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
こ
の
お
母
さ
ん
は
、
子
供
の

た
め
を
患
っ
て
ま
じ
め
に
タ
良
い
友
達
の
条

件
″
を
一
つ
一
つ
確
か
め
て
い
る
の
で
す
。

子
供
た
ち
が
、
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な

い
と
い
う
冷
淡
な
現
実
主
義
に
陥
っ
て
し
ま

う
の
は
、
親
の
こ
う
し
た
価
値
観
か
ら
少
な

か
ら
ず
影
響
を
受
け
で
い
る
の
て
す
。

有吉和弘・教育長

再任のあいさつ

経験と実蹟の上に最善の努力

12月定例議会で有害和弘・教育委員会委員が再任され

ました。また、再任後開かれた教育委員会で教育長に選

出され、12月23日県教育委員会の承認を受けて、正式に水

巻町教育委員会から任命されました。今後4年間、教育

行政の責任者として次のように決意を述べられました0

こ
の
度
、
引
き
続
い
て
教
育
行
政
を
あ
ず

か
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
ま
こ

と
に
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
水
巻
町
の

教
育
、
文
化
の
向
上
、
生
涯
教
育
の
振
興
な

ど
、
前
期
の
経
験
と
実
績
の
上
に
立
っ
て
最

善
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
御

指
導
と
御
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

有
吉
和
弘
氏
略
歴

大
正
九
年
一
月
三
十
日
生

住
所
　
水
巻
町
頃
末
七
九
八
番
地
の
二

学
歴
　
小
含
師
範
学
校
二
部
卒
業

職
歴
　
水
巻
町
立
水
巻
申
学
校
長

5
3
年
3
月
3
1
日
退
職

5
8
年
ュ
2
月
2
3
日
か
ら
現
職
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．
－
1
－

図
書
の
案
内

…個Ⅲ刷

町
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
町
山
保
育

園
の
入
園
希
望
者
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

町
内
に
は
六
カ
所
に
保
育
園
が
あ
り
ま
す

が
、
吉
田
ノ
一
二
に
あ
る
吉
田
保
育
園
で
は
、

生
後
三
カ
月
の
乳
児
か
ら
お
預
り
し
ま
す
。

ま
た
、
町
立
保
育
園
で
は
障
害
児
保
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
万
は

申
請
の
と
き
に
係
へ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法

川
入
所
申
請
省
一
通
（
役
場
老
人
児
宝
係

で
一
月
十
日
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
）

用
給
与
証
明
書
と
し
て
添
付
す
る
も
の

①
源
泉
徴
収
票
（
会
社
に
勤
め
て
い
る

人
で
所
栂
税
額
の
あ
る
勘
合
）

㊦
6
1
年
度
課
税
額
証
明
書
（
会
社
に
勤

め
て
い
る
人
で
所
得
税
額
の
な
い
場

合
＝
役
場
課
税
係
で
発
行
し
ま
す
）

㈹
収
入
申
告
書
（
自
営
業
ま
た
は
内
職
を

し
て
い
る
人
）
と
し
て
添
付
す
る
も
の

①
6
1
年
分
確
定
申
ノ
ｌ
、
＝
の
写

伸
理
由
巾
し
立
書
（
保
護
者
が
病
気
ま
た

は
　
家
族
の
ガ
が
病
気
の
た
め
に
看
護

を
し
て
い
る
場
合
、
医
師
の
溶
断
封
を

添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

1

月

ュ

6

日

か

ら

1

月

3

1

日

ま

で

▽
受
付
先

役
幼
社
会
課
老
人
塑
皿
係

▽
入
所
に
は
次
の
よ
う
な
措
置
基

準
が
あ
り
ま
す
1
。

川
両
親
が
、
い
つ
も
共
働
き
を
し
て
い
て

同
居
の
親
族
又
は
、
そ
の
他
の
ガ
も
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
似
合

は
母
親
が
一
日
巾
、
居
住
内
で
児
鬼
と
離

さ
れ
て
、
い
つ
も
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
す
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

㈹
母
親
が
い
な
い
家
庭
ま
た
は
　
家
庭
内

に
病
人
が
い
て
、
そ
の
看
護
の
た
め
児

し

発
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▽
注
意
事
項

習
顆
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
受

付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
　
申
請
用
紙
を
受
け
収
る
と
き
に
係
員

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
唱
和
六
十
一
律
度
巾
に
申
込
み

を
さ
れ
て
、
ま
だ
入
園
決
定
通
知
の
来
な

い
万
、
及
び
現
在
通
園
巾
で
引
き
続
き
入

園
を
希
望
さ
れ
る
万
も
、
新
た
に
申
請
宙

を
挺
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
市
場
公
募
情

を
募
集
し
ま
す

町内保育所の概況

保 育 園 名 」聖 ＿聖 ＿＿＿

町軋 ＿射 爆育囚 ！頃　　　　　 宋

定　 員

＿＿7 ＿▼9＿名
！

グ…　 第 2 保育殴■ＪＵ町弧 地 」＿＿ｐ＿＿＿名

ー＿＿－＿＿＿タ＿．－…＿筆 墨保育園 縮ノ木田ｌ地 9 0 名

，＿＿水巻車＿なみ保育園 「云‾‾‾‾Ｊ‘名

】9 0 名」 眩拳 北 保 育 融 猪　　　 熊

水巻 告 ｍ保育瀾 ‾吉 日 ノ三 ．9 0 名

福
岡
県
で
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
事
業
を
進
め
る
た
め
、
次
の

と
お
り
公
募
債
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
公
募

債
は
、
景
気
の
変
動
に
影
饗
さ
れ
な
い
利
回

り
で
、
財
産
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち
ま
す
。

▽
利
　
　
率
　
年
五
・
五
％

▽
償
還
期
限
　
十
年
（
巾
途
償
還
あ
り
）

▽
優
芽
の
純
類
　
百
万
円
券
、
十
万
円
券
、

一
万
円
券
の
三
和
頼

▽
発
行
予
定
　
昭
和
6
2
咋
1
月
2
4
日

▽
申
込
み
方
法
　
昭
和
6
2
咋
1
月
2
0
日
ま
で

に
最
寄
り
の
証
券
会
社
ま
た
は
銀
行
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

し

住
民
の
み
な
さ
ん
、
中
央
公
民
館
の
図
書

室
に
は
、
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
、
さ
が
し
て
い
た
本
も
見
つ
か
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ヨ
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

○
平
日
と
日
曜
日

年
前
1
1
時
～
午
後
7
時

○
土
曜
日

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
毎
月
第
3
日
曜
日
・

祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

書
　
　
名

新
源
氏
物
語
（
全
五
冊
）

女
が
愛
に
生
き
る
と
き

出
日
本
記

火
を
掘
る
日
々

宇
宙
2
1
世
紀
の
心
配

新
し
い
宗
教
を
求
め
て

愛
の
道
し
る
べ

風
の
旅

星　二坂　臭　杉　上　上　田　田
野村従本野野辺辺　蕃

支　真伸　高　英　美　聖　聖　者
弘　民　彦　士　僧　侶　子　子

神
谷
美
恵
子
エ
ッ
セ
イ
集
Ｉ
・
Ⅱ

極
張
の
ひ
と
　
　
　
　
神
谷
美
恵
子

分
野

小

　

説

小

　

説

記
録
文
学

記
録
文
学

評

　

論

評

　

論

随

　

筆

画

　

集

随

　

筆

随

　

筆

私
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方松

本

棲
息
分
布

熱
い
補
（
上
・
下
）

風
　
紋

紅
い
陽
炎

家
路
の
果
て

最
後
に
愛
を
見
た
の
は

憂
　
愁

女
の
あ
し
あ
と

青
の
信
説

松
本

松
本

松
本

夏
樹

夏
樹

夏
樹

溝　清
張　張

清
張

清
張

静
子

静
子

静
子

井
上
　
光
晴

宮
尾
登
美
子

平
岩
　
弓
枝

小　小　小　小　小　小　小　小　小　評

説　説　説　説説説　説　説説　諭
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有
料
道
路
を
通
行
さ
れ
る
場
合
の
身
体
障

害
者
特
別
割
引
措
置
の
通
用
が
、
十
二
月
一

日
か
ら
「
下
肢
又
は
体
幹
の
機
能
不
自
由
者
」

か
ら
「
上
肢
障
害
者
」
も
含
め
て
、
『
肢
体

不
自
由
者
』
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
車
の
範
囲
は
、
足
代
わ
り
と
し
て
白

か
ら
運
転
を
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
割
引

額
は
「
五
〇
㌫
」
で
す
。
手
続
き
は
、
遠
賀

福
祉
事
務
所
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
と
し
て
活
動
し
ま

す
。
少
女
た
ち
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
世
界

的
な
教
育
運
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
児
　
小
学
校
一
年
生
～
四
年
生

▽
申
込
み
一
月
末
日
ま
で
に
、
大
塚
（
蜜

二
〇
一
－
七
五
一
一
又
は
城
水
（
些
一

〇
一
－
〇
六
六
三
）
ま
で
連
絡
下
さ
い

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
は
、
「
や
く
そ
く
」

と
「
お
き
て
」
を
教
育
基
盤
と
し
て
、
①
自

己
開
発
㊥
人
と
の
交
わ
り
⑨
自
然
と
共
に
の

▽
日
時
　
1
月
2
7
日
（
火
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
ュ
1
時

▽
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
内
容
　
【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察

【
精
密
検
診
】
血
液
検
査
（
貧
血
、
血

糖
、
肝
機
能
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
）
、
心
電
図
検
査
。

※
申
し
込
み
は
健
康
対
策
係
へ
。

☆
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

○
吉
村
義
明
殿
（
吉
田
三
）

○
岡
部
淳
子
殿
（
吉
田
二
）

○
坂
田
備
加
殿
（
若
松
区
）

○
水
巻
町
婦
人
会
（
町
婦
人
会
に
よ
る
不

用
品
交
換
会
の
益
金
）

○
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
襲
宍
遠
賀

郡
農
業
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
収
益

金
の
一
部
）

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
こ

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
故
人
の
こ

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
吉
田
二
　
故
・
川
野
ウ
メ
　
殿

川
野
　
正
　
殿

▽
猪
熊
　
　
故
・
大
場
光
郎
　
殿

大
場
金
吾
　
殿

昨年は、県内において、職場で仕事中に死亡
したり、一時に多数の死傷者を出す重大な災害
が発生しております。労働基準監督署では、こ
のような労働災害を撲滅するため昨年末から特
別な活動を行っています0

あなたの事業所でも、労働災害を起こさない
よう、職場での安全点検を十分に行いましょう。

また、交通安全をはじめ家庭での事故にも十
分注意し、今年も健康な1年を送ってください。

民生児民生委員

新しい民生委員、民生児童委員さんが

決まりました。3年間みなさんのお世話
をされます。ご気軽にご相談ください。

担　当　地　区

立屋敷・入江興産

伊左座・林住宅

みずほ団地

二町住

下二

下二町住

吉田ノー

吉田ノ二王㌔ｉ骨昔12，

吉田ノ二㌔宝を缶在8・16

吉田ノ三品気品㌘111

吉田ノ三森怠晶君，・書，，言

吉田団地妄語遠等棟

吉田団瑚深石宗熟～1．3棟

吉田団璃讃＝‡昌熟114棟

美吉野団地

電話番号

202－1570

202－3903

201－5348

202－5128

201－9586

201－4472

201－8898

202－4126

201－0300

20二卜0598

201－0164

氏　名

水間　法子

永沼　暁一

曽根　尋乃

中本　健一

田仲　恒人

入ｉ工　哲夫

杉本テル子

峯　　幸夫

岡部，淳子
副田　軍八

白石　雄二

早川久美子　202－0077

黒沢　花子　201－3361

豊永　秀男　20ト8156

久野　精一　20ト0935

深川　文雄　202－0478

江藤　治敏　202－7198　鯉口団地・鯉口分譲団地

岡田　次雄　201－7796　頃末品骨品誉鑓霊）20・21
頃末17，18．19，大平、桧栄荘

頃末鵠普㍑ヒ）11・12，
頃末1～8　大西社宅

高尾団地
か・和社宅
古賀

新生街
古賀団地・梅ノ木団地（西）
梅ノ木団地（東）

高松団地17～24棟
高松団地9～16棟
高松団地1～8棟

樋口4，5，6，7，8，母子寮
樋口1，2，3，9，10，11
猪熊5，6，7，8，
猪熊1，2，3，4，9，10

猪熊町住
おかの台16～31
おかの台1～15

201－1509

201－5539

201－1362

202－4970

201－1095

201－1974

201－3711

201－8569

202－0802

202－2017

202－0474

202－0471

202－2175

201－0545

202－7712

201－0728

202－0065

201－9015

201－1257

丸山カズェ

窯瀬　国義

島崎みとめ

平井美津子

岡　　直彪

栗田　昭典

柴田　　茂

矢野　　識

山原　久子

神崎志都子

矢野シメ子

辰巳　康彦

大場　政敵

古賀山啓子

原口　　操

工藤テリレ子

居石　一一義

坂井　　庵

永嶋三溝江

愛
の
時
代
　
上
下

死
を
問
う

石
川
節
子
（
啄
木
の
妻
）

い
ま
自
然
を
ど
う
み
る
が

花
　
刑

青
春
の
源
流
（
二
部
）

ほ
ろ
酔
い
行
進
曲

レ
イ
テ
戦
記

太
平
洋
戦
争

京
の
み
ち

嵯
峨
の
み
ち

供
み
ち

巡
礼
み
ち

美
の
み
ち

日
本
図
書
総
目
録

瀬
戸
内
晴
美

曽
野
綾
子
他

沢
地
　
久
枝

高
木
仁
三
郎

森
村
　
誠
一

森
村
　
誠
一

加
藤
登
記
子

随　小　ノ八　評　　伝　評　小

筆　説　説　諭　　記　論　説

大
岡
　
昇
平
　
記
録
文
学

家
永
　
三
郎

瀬
戸
内
寂
聴

クククク

随　歴

筆　史

日
本
　
　
新
日
本
製
鉄
能
力
開
発
部
　
評

気
ば
た
ら
き
Ｏ
Ｌ
常
識
集

住
友
商
事
人
事
部

英
語
は
度
胸
　
　
日
商
岩
井
広
報
室

英
語
は
愛
嬢
　
　
　
　
　
ク

ザ
二
京
ン
コ
　
石
川
島
措
麿
重
工
業

評　　評　評

モ
ア
・
リ
ポ
ー
ト
ー
女
性
た
ち
の
生
と
性

モ
ア
・
リ
ポ
ー
ト
班

念
偶
の
う
た
　
難
度
海
　
榎
本
　
栄
一

ガ
ン
は
恐
く
な
い
　
　
森
下
　
敬
一

食
物
と
病
気
　
　
　
　
　
　
ク

公
害
列
島
生
き
残
り
作
戦
　
ク

自
然
医
食
の
す
す
め
　
　
　
ク

ガ
ン
を
治
す
食
べ
物
　
　
　
ク

爆
発
力
が
つ
く
食
べ
物
　
　
ク

子
供
の
病
気
は
食
事
で
治
せ
る
ク

健　詩　評

ノク

康　集　論　　論　　論　論　・論

森
下
　
敬
一
健
　
康

ぼ
く
の
書
い
た
詩
だ
の
に

京
都
而
つ
づ
リ
方
の
会
　
詩
　
集



サ
イ
コ
ロ
お
も
ん
　
　
6

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ン
カ
太
郎
も
負
け
て
は
い
な
か
っ
た
。

「
な
に
つ
、
仏
の
久
太
郎
か
、
仲
裁
は
時
の
氏
神
と
い

う
が
仏
の
出
る
幕
じ
ゃ
ね
…
…
。
こ
う
な
り
や
、
こ
の
野

郎
か
ら
や
っ
つ
け
て
し
ま
え
」

と
こ
ろ
が
、
相
手
は
久
太
郎
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日

ご
ろ
久
太
郎
か
ら
情
け
を
う
け
て
い
た
坑
夫
が
、
マ
ス
席

の
あ
ち
こ
ち
で
総
立
ち
と
な
っ
た
。
そ
の
数
は
三
十
人
ば

か
り
。「

こ
の
野
郎
、
仏
の
頭
蝕
に
向
っ
て
…
…
」

あ
い
く
ち

い
う
が
早
い
か
久
太
郎
を
守
ろ
う
と
、
ヒ
首
や
ス
テ
ッ

キ
を
持
っ
た
男
が
、
ド
ヤ
ド
ヤ
と
久
太
郎
の
回
り
を
と
り

囲
ん
だ
。
こ
う
な
る
と
多
勢
に
無
勢
、
ま
ず
久
太
郎
を
知

っ
て
い
る
坑
夫
の
ケ
ン
カ
太
郎
が
頭
を
さ
げ
た
。
つ
づ
い

ふ
ん
ど
し

て
揮
姿
の
船
疎
が
鉢
巻
き
を
と
る
と
、

「
仏
の
且
郡
と
は
つ
い
知
ら
ず
に
、
へ
イ
…
…
、
勘
弁

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

ど
ち
ら
も
双
肌
ぬ
い
だ
着
物
を
つ
く
ろ
う
と
、
酔
も
さ

め
た
の
か
腰
を
か
が
め
て
早
や
ぼ
や
と
退
場
し
て
い
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
拍
子
木
が
な
っ
た
。
幕
が
あ
く
と
舞
台

び
よ
う
ぷ

は
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
て
、
金
屏
風
を
背
に
し
た
演
台

に
雲
右
衛
門
が
立
っ
て
い
た
。
拍
手
が
し
ば
ら
く
つ
づ
い

た
あ
と
、
渋
い
声
で
雲
右
衛
門
が
挨
拶
を
し
た
。

「
た
だ
い
ま
起
り
ま
し
た
不
祥
事
は
、
わ
た
く
し
の
不

徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
幸
い
勇
気
あ
る
ご
婦
人
に
よ
っ
て
大
事
に
至
り
ま
せ

ず
、
さ
す
が
は
ご
当
地
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
感
服
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
あ
の
と
き
の
ご
婦
人
は
、
今
ど
の
マ
ス

席
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
…
…
、
高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
」

と
い
う
と
、
雲
右
衛
門
が
わ
ざ
わ
ざ
演
台
か
ら
お
り
て
、

ふ
か
ぶ
か
と
政
を
さ
け
た
。
一
瞬
、
観
客
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
て
大
き
な
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
い
た
。

そ
れ
か
ら
二
、
三
日
し
て
雲
右
衛
門
は
、
弟
子
を
連
れ

て
料
亭
で
遊
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
お
も
ん
へ
の
返
礼
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
帰
る
と
き
に
雲
右
衛
門
は

「
女
傑
愛
花
」
と
書
い
た
色
紙
に
、
過
分
な
る
祝
儀
を
そ

え
て
お
も
ん
へ
贈
っ
た
。
そ
の
色
紙
は
今
で
も
お
も
ん
さ

ん
は
大
事
に
保
管
し
て
い
る
と
い
う
。

か
え
り
み
る
に
当
時
の
坑
夫
と
船
疎
は
、
こ
の
よ
う
に

乱
暴
を
働
く
の
で
人
間
の
な
か
へ
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
炭
坑
唄
の
な
か
に
、

へ
坑
夫
と
船
疎
が
人
間
な
れ
ば

蝶
々
ト
ン
ボ
は
烏
の
う
ち

と
唄
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、

へ
坑
夫
と
船
頭
が
ケ
ン
カ
し
て

な
か
で
と
め
る
は
人
間
さ
ま

と
も
唄
わ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
の
ち
に
芦
屋

で
は
、へ

坑
夫
と
船
政
が
ケ
ン
カ
し
て

な
か
で
幕
ひ
く
芸
子
さ
ん

と
の
替
え
唄
が
つ
く
ら
れ
て
、
女
傑
と
し
て
の
お
も
ん

の
名
は
有
名
に
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
お
も
ん
も
、
あ
の
事
件
が
あ
ぐ
て
か
ら

は
、
久
太
郎
へ
の
思
い
が
つ
の
る
ば
か
り
で
、
初
め
て
男

を
愛
す
る
や
る
せ
な
さ
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。
も
と
よ
り
芸
者
は
客
商
売
で
あ
る
う
え
サ
イ
コ
ロ

師
の
恋
は
ご
法
度
、
お
も
ん
は
そ
う
と
は
知
り
な
が
ら
久

太
郎
へ
の
恋
が
つ
の
る
ば
か
り
で
、
逢
い
た
い
心
を
押
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
あ
る
日
、
久
太
郎
は
友
だ
ち
数
人
と
芦
屋
の

料
亭
で
遊
ん
だ
。
そ
の
席
に
お
も
ん
の
よ
ば
れ
た
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
あ
と
バ
ク
チ
と
な
っ
て
お
も
ん

が
サ
イ
コ
ロ
師
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ど
う
し
た
こ
と
か
久
太
郎
が
ひ
と
り
勝
ち
し
て
バ
ク
チ
は

お
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
し
て
久
太
郎
が
ひ
と
り

で
お
も
ん
を
座
敷
へ
呼
ん
だ
。

「
お
も
ん
、
あ
の
と
き
お
前
の
サ
イ
コ
ロ
さ
ば
き
で
俺

は
勝
っ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
俺
は
友
だ
ち
を
裏
切
る
こ
と

に
な
っ
た
。
イ
カ
サ
マ
で
俺
に
勝
た
せ
た
と
は
み
さ
げ
果

て
た
女
だ
。
こ
の
カ
ネ
は
お
前
に
く
れ
て
や
る
。
そ
の
か

わ
り
今
後
は
俺
に
近
づ
い
て
く
れ
る
な
」

さ
す
が
の
お
も
ん
も
、
惚
れ
た
男
に
は
弱
か
っ
た
。

「
久
さ
ん
許
し
て
下
さ
い
。
あ
れ
以
来
、
わ
た
し
は
久

さ
ん
を
田
聖
っ
女
と
な
っ
て
…
…
。
意
い
と
は
知
り
な
が
ら
、

ひ
と
り
で
に
あ
の
手
さ
ば
き
に
な
っ
て
、
今
と
な
っ
て
は

つ
く
づ
く
自
分
の
手
が
憎
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
サ
イ

コ
ロ
師
を
や
め
る
決
心
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り
と

い
う
と
な
ん
で
す
が
、
ど
う
か
今
ま
で
通
り
に
つ
き
会
っ

て
下
さ
い
」

必
死
に
哀
願
す
る
お
も
ん
に
久
太
郎
と
し
て
も
憎
い
は

ず
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
は
次
第
に
逢
う
瀬
を
楽
し
む
二
人

に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
お
も
ん
は
再
び
サ
イ
コ
ロ
を
手
に
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
　
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
　
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

「

∴

、

．

、

□
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
千
4
3
2
1
）
　
ぐ
、

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


